
活動報告 

団 体 名 東日本ネットワーク手にぎり隊 

活 動 名 熊本地震被災者の生活再建、自立に向けての勉強コミュニティ作り支援活動 

活動期間 2018年 4月～2019年 3月 

活動の成果 

仮設住宅を出て自立した生活を考えなければならない多くの熊本地震被災者
は、生活環境が変わることへの不安、自立へ向け何をしたらよいのか分からない
という焦燥感、そして自分達がいまだ困難な状況にあるということが県外の人達
に忘れられているのではないかという孤立感を口にされます。  
手にぎり隊は被災された方々が今後直面しうる生活課題について具体的に話

し、生活再建、自立へ向けて第一歩を踏み出す気持ちを後押ししました。島町支え
合いセンターからは手にぎり隊の活動は支え合いセンターの自分達と同じ、真の
支援活動あり、被災地活動のモデルとなると評価をいただきました。 

寄付者への 

メッセージ 

「手にぎりさん待ってたよ」仮設住宅で私達の活動を待って下さる 90 歳のお
ばあちゃまや 80 代のおじいちゃま方は沢山の不安を抱えながら仮設住宅を出て

自立していかなければなりません。どうしたら少しでも苦労が軽減され不安のな
い穏やかな毎日がすごせるのか、私達法人は皆様からいただいた暖かなご寄付の
おかげで長期にわたり助言を行うなど支援活動を行うことが出来ました。心より
お礼申し上げます。人は支え合って生きていくものと思います。これからもいた
だいた優しさに感謝の気持ちを忘れずに、全国の被災地で支援活動を継続してま
いりたいと思っています。ありがとうございました。 

（活動のようす） 

 

 



 

 

 



 


